
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

古文書における「る・らる（被）」の特色

辛島, 美絵
九州産業大学教養部講師

https://doi.org/10.15017/11907

出版情報：語文研究. 71, pp.1-17, 1991-06-02. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



古
文
書

に
お
け

る

「
る

・
ら
る

(被
)
」

の
特
色

辛

島

美

絵

研
究
目
的

古
文
書

が
、
原
本
が
残
さ
れ

て
い
る
、
作
成
年
月
が
明
確

で
あ
る
、
差
出
者

が
明
記
さ
れ

て
い
る
等
々

の
資
料
的
特
性
を
も
ち
、

言
語
資
料
と
し

て
非
常

に

貴
重

で
あ
る

こ
と

に

つ
い
て
は
、
表
記
、
語
彙
、
語
法
等

の
考
察

を
通
し

て
、

(注

1
)

こ
れ
ま

で
も
述

べ
て
き
た
。

実
質
的

な
目
的
を
持

っ
て
差
出
人

(書
手
)

と
宛

名
人

(
読
手
)

と

の
間

で
遣

り
取
り
さ
れ
た
そ
れ
ら
は
、

三
人
称

で
描

写
さ
れ

る
物

語
世
界

や
、

不
特
定

の
人

を
相
手

に
し
た
文
芸
作
品
等

と
は
、
あ
き

ら
か

に
言

語
の

〈場
〉
を
異

に
す
る
と
言
う

べ
き

で
、
書
状

や
上
申
文
書

の
よ
う
な
、

心
情
、
要
求
等
を
述

べ
る
こ
と
を
む

ね
と

し
た
仮
名
文
書

に
は
、

よ
り
会
話

に

近

い
表
現
を
許
容
す

る

〈場
〉

の
存
在

が
認
め

ら
れ

る
こ
と
等
も
、
前
稿

で
指

摘
し

た
と

こ
ろ
で
あ

る
。

(
注
2
)

今
回

は
、
古
文
書

に
お
け

る
助
動
詞

「
る

・
ら
る
」

の
用
法

に
注
目
し

て
み

た

い
。
「
る

・
ら

る
」

の
尊
敬
用
法
は
、
〈
奈
良
時
代

に
は
見
出
さ
れ
ず
、
平
安

時
代

の
記
録

に
よ
く
使
用
さ
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訓
点
資
料

に
は
な
く
、

(注
3
)

院
政
期
以
前

の
和
文

で
も

一
般
的

で
は
な

い
〉
と

い
わ
れ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、

古
文
書

で
は
、
他

の
文
献

に
先
駆
け

て
平
安
時
代
の
初
期

か
ら
尊
敬

の
確
例

を

指
摘
す

る
こ
と
が

で
き
、
そ

の
後
も
さ
か
ん

に
用
い
ら
れ
る
。

な
ぜ
、
古
文
書
や
、
記
録

の
よ
う
な
変
体
漢
文

に
、
早

く
か
ら
、
多

く
の
尊

敬
用
法

の
例
が
見
出
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。

こ

の
問
題

に

つ
い

て
の
考
察

は
勿

論
、

尊
敬

淵
雑

吻
発
達

と
初
期

の
使
用
状
況

を
文
献

で
た
ど
り
、
論
証
し

よ
う

と
す
る
努
力
も
、
今

日
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な

い
。
記
録
資
料

は
十
世

紀

を
待

た
な
け
れ
ば
量
的

な
ま
と

ま
り
が
出

て
こ
な

い
が
、
古
文
書

で
あ
れ
ば

上
代

か
ら
年
代

を
追

っ
て
存
在

し
て
い
る
。
古
文
書

は
、
穐
田
定
樹
氏
が
示
唆

さ
れ

た
よ
う
に
社
会
的
な
身
分

の
序
列

に
よ

っ
て
人
間
関
係
を
捉
え
る
必
要
を

(注
5
)

持

つ
文
献

で
あ

る
か

ら
、
敬
語
表
現

の
発
達
と
も
深

い
関
わ
り
を
持

つ
。
し
か

も
、

そ
の
残
存
状
況
か
ら
し

て
、

こ
の
用
法

の
初
期

の
発
達

の
様
相
を
推
量
す

る

こ
と

の

で
き

る

ほ
と

ん
ど

唯

一
の
文

献

資
料

と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

「
る

・
ら

る
」

の
尊
敬
用
法

の
発
達
を
考

え
る
た
め

に
、
加

え

て
、
古
文
書

の

言
語
資
料
と
し

て
の
性
質
を
考
察
す
る
上

で
も
、
古
文
書

に
お
け
る

「
る

・
ら

る
」

の
尊
敬
用
法

の
考
察
が
必
要
だ
と
思

う
所

以
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
如

上

の
研
究

の
基
礎

作
業

と
し

て
、
占
文
書

に
み
え
る
尊
敬

用

法

の

「
る

・
ら
る
」

の
使

用
状

況
を
調
査

し
、

そ
の
特
色
を
整
理

し
て
み
よ
う

一
1

…



と

思

う

。

二

国
語
資
料
と
し
て
の
古
文
書
の
問
題
点
と
考
察
の
方
法

古
文
書

が
、
国
語
資
料

と
し
て
あ
ま
り
利
用

さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
歴
史
学

の
専
門
的
知
識

が
な
く

て
は
容
易

に
近
寄
り
が

た
い
と

い
う
消
極
的
な
理
由

の

ほ
か
に
、
原
本
を
閲
覧
す

る
機
会

が
得

が
た

い
、
変
体
漢
文

の
読
み
方
が
決
定

し

に
く

い
等

の
根
本
的
な
問
題
も
あ

っ
た
た
め

で
あ

る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
古

文
書
を
資
料
と
し

て
こ
の
種

の
考
察
を
試
み

る
場
合

の
問
題
点
を
整
理
し
、
筆

者

の
と

っ
た
方
法
を
明
確

に
し

て
お
き
た

い
。

1

読
み

の
問
題

奈
良
時
代
か
ら
平
安
初
期

に
至
る
古
文

書
は
、

ほ
と
ん
ど
が
漢
字
書

き
で
あ

る
が
、
そ

の
読
み
方
は
十
分

に
明
ら
か

に
さ
れ

て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。
古

文
書

に
お

い
て

「
る

・
ら
る
」
の
表

記
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性

の
あ

る
文
字

は
、

「
所
」
と

「被
」

で
あ

る
。
「
見
」
は
、
観
智
院
本

『
類
聚
名
義
抄
』
に

「
セ
ラ

ル
」

の
訓
が
あ
り
、
記
紀

や
、
訓
点
資
料

で
も
受
身

の
助
動
詞
と
し

て
使
用

さ

れ

て
い
る
が
、
古
文
書

に
お
い
て
は
、
尊
敬

の
用
法

は
も
ち

ろ
ん
、
助
動
詞
と

し
て
の
使
用
例
も

ほ
と

ん
ど
な

い
の
で
、

こ
こ
で
は
取

り
上
げ
な

い
。

「
所
」
字

は
、
観
智
院
本

『
類
聚
名
義
抄
』
に

「
セ
ラ
ル
」
の
訓
が
あ

る
が
、

古
文
書

で
は
、
漢
文

の
原
義

に
し
た
が

っ
て
、
「
ソ
レ
を

(
に

・
で

・
か
ら
)
～

す

る

(
で
あ

る
)

ソ
レ
」

の
意
味

で
用

い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
平
安
遺

(注
6
)

文
』

の
古
文
書
編
第

一
、

二
巻
所
収

の
、

十
世
紀

ま

で
の
古

文
書

に
見
え
る

「
所
」
字

に

つ
い
て
見
る
と
、
全
七

一
一
例

の
う
ち
、
体

言
や
数
詞
、

副
詞
と

し

て
用

い
ら
れ
た
も
の
が

一
四
五
例

で
、
残

り
の
五
六
六
例

は
み
な
体
言
相
当

の
節

を
作

り
、

ア

「
所
負
正
税
」
「百
姓
等
所
貯
半
馬
」
の
よ
う
な
連
体
修
飾

に
用
い
ら
れ
る

(
一
九

三
例
)

イ

「
所
陳
有
実
」

の
よ
う

に
、
主
格

に
用

い
ら
れ
る

(
一
六
七
例
)

ウ

「
件
家
地
…
…
法
師
所
買
也
」

の
よ
う
に
、
「～

ハ
、
～

ノ
～

ス
ル
所
也
」

と

い
う

パ
タ

ー
ン
で
、
述
語
格

に
用

い
ら
れ
る

(
一
五
九
例
)

エ

「
不
聞
所
住
」

の
よ
う

に
、

目
的
格

に
用
い
ら
れ
る

(
二
四
例
)

オ

「
以
将
任
例
所
輸
　
」

の
よ
う

に
、

そ
の
他
の
補
格

に
用

い
ら
れ

る
(
一
九
例
)

カ

「
一
巻
是
為
僧
綱

所
料

」

の
よ
う
に
、
受
身

の
構
文

で
用

い
ら
れ

る(四
例
)

の
よ
う
に
用

い
ら
れ
る
。

よ

っ
て
、
「
所
」

は
、
「
る

・
ら

る
」
と
読
む
と
し

て

も
尊
敬
用
法

と
解
釈
す

る
余
地

は
な
さ

そ
う
だ
。
た
と
え
ば
、

ウ
の
構
文
な
ど

は
、
主
題

(上
掲

の
文

例

で
は

「件
家

地
」
)
が
省
略

さ
れ
た
場
合

に

「
法
師
は

(
の
)
買

は
る
る
な

り
」
と
読
む
と
、
尊
敬
と
受
身

の
両
方

に
解
釈

で
き
そ
う

だ

が
、
実
際

に
主
題
が
省
略

さ
れ

て
読
み
下
し
文
が
紛
ら
わ
し
く
な
る
よ
う
な

も

の
は
二

一
例
し
か
な

い
の
で
、

こ
の
よ
う
な
文
も
あ
く
ま

で

「～

ハ
、
～

ノ

～

ス
ル
所
也
」
と

い
う
構
文
が
背
景

に
あ
る
省
略
形
と
考

え
る

べ
き
で
あ
る
。

「
被
」
字
が
、
変
体
漢
文

に
お

い
て
受
身

・
尊
敬

の
助
動
詞

と
し
て
用

い
ら

れ
た

こ
と
は
、
峰
岸
明
氏
が
、
古
辞
書

の
和

訓
や
訓
点
資
料

の
傍
訓
等
を
利
用

(注

7
)

し
た
作

業
原
則
を
立

て
て
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
問
題

は
な

い
だ

ろ
う
。
た

だ
、
こ
の
字

に
は

『
名
義
抄
』
に
見

る
よ
う
に

「
か
う
ふ
る
」
の
訓
も
あ

る
の
で
、

「被
」
字
に
下
接
す
る
語
が
名
詞
と
も
解
釈
で
き
る
時
に
は
i

「請
被
裁
定
」

は

「裁
定

を
被

ら
ん

こ
と
を
請

ふ
」
か
、
「
裁
定

せ
ら
れ

ん
こ
と
を
請
ふ
」
か
迷

う
時
ー

、
種

々
の
古
文
書
中

で
、

そ
の
語

(裁
定
)

に
動
詞
と
し

て
の
確
実

な
使
用
例
が
あ

る
場
合

に
か
ぎ
り

「
る

・
ら

る
」

の
用
例
と
し

て
採

取
し
た
。

一
2

「



ま

た
、
表
記
は
さ
れ

て
い
な
く

て
も
、
「
る

・
ら
る
」
を
補
読
す

べ
き
箇
所
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
そ

の
判
断

に
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る

の
で
、
本
稿

で
は

表
記
さ
れ
た
も

の
し
か
取
り
扱

わ
な

い
。

す
な
わ
ち
、
仮
名
書
き

の

「
る

・
ら
る
」

の
用
例

と

「被
」
字

を
考
察

の
対

象

と
す
る
。

2

意

味

の
問
題

「
る

・
ら
る
」

は
、
古
文
書

で
は
受
身
と
尊
敬

の
意
味

に
し
か
用

い
ら
れ
な

い
。
主
語

が
明
示
さ
れ

て
い
る
場
合
、
あ

る
い
は

一
文
中

の
他

の
動
詞

や
補
語
、

文
脈
か

ら
主
語

が
明
確

に
わ
か

る
場
合

に
、

そ
れ
を
確
実
な
尊
敬
、
ま
た
は
受

身

の
用
例
と
し
た
。

そ
れ
以
外

の
場
合

は
、
受
身
と
も
、
尊
敬
と
も
解
釈

で
き

る
の
で
、
両
方

に
解
釈

で
き
る
例
と
し

て
処
理
し
た
。

3

テ
キ

ス
ト
の
問
題

用
例

の
採
取

に
は
、

お
も

に

『
平
安
遺
文
』
、

『大

日
本
古
文
書

・
編
年
文

(注

8
)

(注
9
)

書
』
、
『
寧
楽
遺
文
」

を
使

用
し
た
。

原
本

の
表

記
が
確

認

で
き
な
か

っ
た
の
が

不
安

だ
が
、

用
例
数

が
多

い
の

で
だ

い
た
い
の
傾
向
を

つ
か

む
こ
と
は
で
き

た

と
思

う
。
問
題
例

は
、
複
数

の
翻
刻
文
献
を
使

っ
て
表
記
を
確
認
し
た
O
後
世

の
写
本

で
し
か
伝

わ

っ
て
い
な

い
文
書

の
用
例

は
、

そ
の
旨
を
注
記
し

た
。

三

「
る

・
ら
る

(被
)
」

の
尊
敬
用
法

の
古
例

一
節

に
述

べ
た
よ
う

に
、
古
文
書

に
は
、
九
世
紀
前
期
か
ら
、
尊
敬

の
意
味

に
使

っ
た
ら
し

い

「
る

・
ら
る

(被
)
」
が
出

て
く
る
。
九
世
紀

の
確
実

な
尊
敬

用
法
と
し

て
、
次

の
①
か
ら
⑪

の
よ
う
な
例

が
挙

げ
ら
れ
る
。

①
義

真
法

師
、
後
左
右
之
事
、
相
労
仕
奉
。
如
先
師
命
、
義
真
法
師
被
弘
。
天

長
十
年
七
月
四
日
永

逝
。

[天
長

一
〇

(八
三
三
)
年

}
○
月

二
四
日

僧
光
定
書
状

伝
述

一
心

戒

文

平
四
四
三
四
号
]

②
義
真

法
師
、
後
左
右
之
事
、
相
労
仕
奉
。
如
最
澄
法
師
命
、
義
真
法
師
被
弘
。

天
長
十
年
七
月

四
日
永
逝
。

口天
長

一
〇

(八
三
三
)
年

一
〇
月
二
八
日

僧
光

定
上
表
文

伝
述

一

心
戒
文

平

四
四
三
五
号
]

桓
武
天
皇
御
願
之
宗
を
興
隆
す
る

の
に
、
義
真
法
師

が
努

め
た

こ
と
を
言

う

部
分
。
「
義
真
法
師
」
が
、

一
連

の
文

の
行
為
者

で
あ
り
、
主
語

で
あ
る
。
原
本

(注

10
)

は
伝
わ

っ
て
い
な

い
。

③

抑
當
社
神
躰
者
、

…
…
青
龍
相
傳
之
形
像
也
。
先
師
和
尚
、
大
同
元
年
帰
朝

之

日
、
奉
納

三
衣
箱
底
、
被
安
置
當
寺
者
也
。

[承
和

四

(八

三
七
)
年

三
月

三
日

観
心
寺
縁
起
実
録
帳
案

観
心
寺

文
書

平
六

一
号
]

主
語

は
、

「先
師
和
尚
」

で

「
奉
納
」
「
被
安
置
」

の
行
為
者

で
あ
る
。

④
以
前
等
畠
地
子
、
依
去
九
月
七

日
牒
状
、
可
勘
徴
。

而
載

校
田
目
録
言

L
。

官
即
被
下
省
符
。
猶
為

口
分
。
須
来

校
圃
之
時

除
置
之
、
奉
寄
寺
家
。

[承
和

一
一

(八
四
四
)
年

一
〇
月

一
一
日

阿
波
国
牒

東
南
院
文
書

三

ノ
二
、
一

平
七
五
号
]

阿
波
国

の
東
大
寺
宛

の
牒
。
阿
波
国

が
地

子
の
こ
と
を
校

田
目
録

に
載

せ
て

太

政
官

に
言
上
し
、
太

政
官
が
省

に
符
を
ド

し
た
こ
と
を
述

べ
る
。
主
語

は
官

で
あ
る

こ
と
が
明

記
さ
れ

て
い
る
。

⑤

又
、

國
田
租
之
迫
、
被
切
勘
庄
家
。

[貞
観

一
〇

(八
六
八
)
年

一
〇
月

一
二

日

内
蔵
寮
博
太
荘
牒

蜂
須

賀
侯
爵
所
蔵
文
書

平

一
六
○
号
]

内
蔵

寮
博
太

荘

の
預

で
あ

る
荒

城
長
人

が
、

観
世
音
寺

政
所
宛

に
述

べ
た

一3一



文
。
被
動
者

の
書
手
側

(庄
家
)
が

「
切
勘
」

の
目
的
語
と
し

て
明
記
さ
れ

て

い
る

の
で
、
「
被
」
は
、
「
切
勘
」

の
行
為
者

で
あ
る

「国

」

に
敬
意

を
示

し
た

も

の
と
見

て
よ

い
。

⑥

右
、

得
彼
寺
牒

傭
、
「
…
…
。
望
請
、
下
符

国
司
、
早
被
勘
糺
。
」
者
、

口貞
観

一
〇

(
八
六
八
)

年
閏

一
二
月

二
五
日

太
宰
府
符
案

蜂
須
賀

侯
爵
所
蔵
文
書

平

一
六

一
号
]

観
世
音

寺
が
、
太
宰
府

に
宛

て
た
牒

で
、
高
子
内
親
王
家
庄

の
専
当

の
荒
城

長
人

が
寺
家

の
田
を
妨
取

し
た
こ
と
を
訴

え
て
い
る
。
太
宰
府

に

〈筑
前
国
司

に
符

を
下

し
、
長
人

の
妨
取
を
勘
糺

し
て
も

ら
い
た
い
〉
と
望

み
請
う
た
文
。

「下
」

と

「被
勘
糺
」

の
主
語

は

一
致
す

る
は
ず
だ
か
ら
、
行
為
者

で
あ

る
太

宰
府
を
主
語
と

し
て
、

そ
の
行
為
を
敬

っ
た
も

の
と
見

る
べ
き
だ

ろ
う
。

⑦
右
件
新
開
田
直
請
如
件
者
、
後

日
誤
者
、
被
當
勘
本
銭
、
加
利
息
将
進
納
。

冊
注
事
状
、
以
解
.

口貞
観

一
六

(八
七
四
)
年
四
月

一
九
日

廣

津
福
主

田
直
銭
請
文

唐

招
提
寺
文
書

平

一
七
〇
号
]

廣
津
福
主

の
田

の
直

銭

(土
地
、
家

屋
の
売
却

の
代
償

と
し

て
支
払

わ
れ

る

銭
)

の
請
求
書

で
、
き
ち
ん
と
履
行

さ
れ
な
い
場
合

は
、

元
金

を
當
勘

し
て
利

息

を
加
え

て
進
納

す
る
よ
う
に
購
入
者

に
要
求

し
た
も

の
。

「被
當
勘
」
「
加
」

「進
納
」

の
主
語

は
、
同

じ
人
物

で
あ
る
は
ず

だ
か

ら
、
購
入
者

が
主
語

で
、

「被
」

は
、

そ
の
人

の
行
為

に
敬
意
を
付

し
た
も

の
と
す

べ
き
だ

ろ
う
。

⑧
愛
承
和
聖
主
、
聞
斯
法
之
神
験
、
深
以
崇
重
之
。
同
七

年
、
仰
所
司
、
依
法
、

造
作

一
百
利
劔

一
百
弓
箭
法
壇
種

く
道
具
等
、
被
荘
厳
也
。

[貞
観

一
九

(八
七
七
)
年

一
月

一
九
日

寵
壽
申
状
案

東
寺
文

書

平

四
九
〇
二
号
]

寵
壽
が
、
太
元
師
法

の
縁
起
を
述

べ
た
文
書
。
「
仰
」
「
造
作
」
「
被
荘
厳
」
の

行
為
者

は
、

一
致

す
る
は
ず

な
の
で
、

一
連

の
文

の
主
語

は
最
初

に
明
記
さ
れ

て
い
る
承
和
聖
主

(仁
明
天
皇
)

で
あ

る
。
す
な
わ
ち

「
被
」
は
、
承
和
聖
主

の
行
為

に
付

し
た
尊
敬
表
現
と
な

る
。

⑨
初
自
同

二
年
正
月
、
更
以
常
寧
殿
為
修
法

堂
、

被
行
件

法
焉
。

[同
右
]

⑧

に
続

い
て
、
承
和
聖
主

の
行
為
を
述

べ
る

一
連

の
文
章

の
中

に
出

て
く
る

も

の
。
「
常
寧
殿
を
修
法
堂

に
為
し
た
」
人
と

「被
行
」

の
行
為
者

は

一
致
す

る

か
ら
、
「
被
」
は
、
⑧
と
お
な
じ
く
承
和
聖
主

の
行

為

に
付

し
た
尊
敬
表
現

で
あ

る
。
⑩
件
所

く
田
畠
海
浦
、
氏
人
等
之
先
祖
宗
我

大
臣
之
所
領
也
。
而
為
鎮
護
国
家
、

小
治
田
宮
御
宇
世
丙
辰
冬
十

一
月

、
被
建
立
龍
泉
寺
也
。
価
以
所

く
領
田
、
為

佛
聖
燈
油
井
堂
舎
破
壊
修
理
料
、
施
入
寺
家
之
後
、
敷

百
鯨
年
之
間
、
無
他
妨
。

[寛

平
六

(八
九

四
)
年

三
月
五

日

河
内
龍
泉
寺
氏
人
等
請
文
案

大

和
春

日
神
社
文
書

平
補

二
五
七
]

「而
為
鎮
護
国
家
」
以
下
は
、
「
宗
我
大
臣
」
が

「建
立
」
「
為
」
「
施
入
」
と

い
う

一
連

の
動
詞

の
主
語

で
あ

る
の
で
、
「
被
」
は

「
宗
我
大
臣
」
の
行

為
を
敬

う
尊
敬
用
法
と
見
な

さ
れ

る
。

⑪
河
内
國
石
川
郡
龍
泉
寺
氏
人
等
謹
申
請
郡
内
在
地
刀
禰
司
誼
判
事
。

…
…
。(判

望
請
。
早
郡
内
郷
村
之
刀
禰
井
寺
住
所
司
三
綱
等
、
任
實
正
之
理
、
被
令
誰
給

脱
力
)

(永
力
)

者
、
将
知
正
道
旨
、
且
又
為
令
氏
人
之
等
財
公
験
也
。

[同
上
]

氏
人
が
刀
禰
や
三
綱

に
澄
判
を
求

め
る
内
容

だ
が
、
主
語

は

「
郡
内
郷
村
之

刀
禰
井
寺
住
所
司
三
綱
等
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
被
令
誼

給

」
は
尊
敬

用
法

と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
次

の
⑫
か
ら
⑭

は
、
「
所
」
に

「
被
」
が
続

い
て
出

て
く

る
例

で
あ
る
。

「所
被
」

で

「
レ
ル

・
ラ

レ
ル
」
と
読
ん
だ
も

の
か
も
知
れ
な

い
が
、
訓
点

資

料
等

に
も

そ
の
例
を
見
出
す

こ
と
が

で
き
な

い
の
で
、
尊
敬

用
法

で
あ
る
可
能

一4〔



性

の
高

い
例

と
し
て
あ
げ

て
お
く
。

⑫
件

田
、
以
去
嘉
祥
三
年
八
月
十
七

日
、
被
載
伺
虜
分
帳
、
所
被
行
也
。

[貞
観
九

(八
六
七
)
年
三
月
二
六
日

高
子
内
親
王
家
荘
牒
案

蜂
須

賀
侯
爵
所
蔵
文
書

平

一
五
四
号
]

⑬
而
今
号

一
切
経
田
、
年

く
所
被
妨
取
之

田
、
二
町
六
段
。

[貞
観

一
〇

(
八
六
八
)

年

一
〇
月

一
二
日

内
蔵
寮
博
太
荘
牒

蜂
須

賀

侯
爵
所
蔵
文
書

平

一
六
〇
号
]

⑭

今
望
、
寺
家
之
号

一
切
経

田
、
録
所
被
取
之

町
段
坪
付
之
状
、
寺
之
別
當
三

綱

井
符
判
、
被
給
於
庄

く
。

[同
右
]

こ
の
形

は
、
十
世
紀

の
古
文
書

ま
で
合
わ

せ
る
と

「
被
」
全

四

一
六
例
中

に
、

二

一
例
見
出
す

こ
と
が

で
き

る
。

前
述

の
よ
う

に

「
所
」

は
必
ず

「
ソ
レ
を

(
に

・
で

・
か
ら
)
～
す

る

(
で
あ

る
)

ソ
レ
」

の
意
味

で
用

い
ら
れ

て
い
る

か

ら
、
素
直

に
読
ん

で
ゆ
け
ば
、

こ
の

「
被
」

は
次

に
続
く
動
詞

の
行
為
者

に

敬
意
を

は
ら

っ
た
尊
敬
用
法
と
解
す

べ
き

で
あ
る
。

四

「
る

・
ら
る

(被
)」

の
使

用
状
況
と
特
色

1

古
文

書

に
尊
敬

の

「
る

・
ら
る

(被
)
」

が
多

い
こ
と

九
世
紀

の
古
文
書

で
は
、
「被

」
字

で
表
さ
れ
る

「
る

・
ら
る
」
は
、
全
部

で

六
八
例
見
出

さ
れ
た
の
で
、
上
記

の

一
四
例

は
、
全
体

の
五
分

の

一
以
上
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
受
身

の
確
例

は
三
九
例

で
、
受
身
と
尊
敬

の
両
方

に
解
釈

で
き
る
用
例

が

一
五
例
な

の
で
、
古
文
書

に
お

い
て
は
、
す

で
に
九
世

紀

か
ら
、

「
る

・
ら
る

(被
)
」
を
尊
敬

の
意
味

で
使
用
す

る
こ
と
が
自
然

に
な

さ
れ

て
い
た
と
見

る
こ
と
が

で
き

よ
う
。

一
〇
世
紀

に
入

る
と
、
尊
敬
用
法

の
確
例

は

「
る

・
ら
る

(被
)
」
三
四
八
例

中

の
三
分

の

一
を
占

め
る
ほ
ど
に
多

く
な
り
、

受
身
の
確
例

の
用
例
数
を
し

の

ぐ
よ
う
に
な
る
。

別
表

1
に
、
九
世
紀

と
十
世
紀

(長
徳

〔九
九
八
〕

ま
で
)

の
古
文
書

に
お
け
る

「被
」
字

で
表

さ
れ

る

「
る

・
ら

る
」

の
上
接
語
と
意
味

用
法

別
の
用
例
数
を
挙
げ

た
の
で
、
参
照

さ
れ

た
い
。

一
一
世
紀
以
降

に
な

る
と
、

さ
ら
に
多
用

さ
れ
る
。

こ
の
頃

に
は
、
仮
名
書

き

の
文
書

が
出
現
す

る
の
で
、
「
る

・
ら
る
」
の
使
用
状
況
を

『
平
安
遺
文
』
所

載

の
仮
名
文
書

で
見

て
み
る
と
、
平
仮
名
書
き

の
文
書
が
よ
う
や
く
見
え
始
め

る
、

一
一
世
紀
前
期
か
ら
、

や
ま
し

ろ
の
く

に
、
か
み
か

つ
ら

の
し
や
う
齢
幡
初
芝
事
、

お
ほ
や

な
き
と

の
ゝ
ひ
め
ゆ
や

の
御
所

へ
な
か
く
ゆ

つ
り
ま
い
ら
せ
候

ぬ
、

と
も
か

く
も
御
心

に
ま
か
せ
ら
れ
候

へ
く
候

[長
久

四

(
一
〇
四
三
)
年

一
月

一
〇
日

大
納
言
房
譲
状
案

東
寺
百

合

文
書

ヨ

平

六
〇

三
号
]

他

の
例

が
見
出

さ
れ
る
。
『平
安
遺
文
』
所
載

の
仮
名
文
書

の

「
る

・
ら

る
」
の

意
味

と
上
接
語
を
別
表

2
に
挙
げ
た

の
で
参
照

さ
れ
た

い
。
仮
名
文
書

で
は
、

尊
敬
用
法

が
七
割
以
上
を
占
あ

る
。

そ
の
う
ち
六
例

は

「
仰
す
」
「
仰
せ
下
す
」

に
下
接

し
た
も

の
だ

が
、
別
表

1
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
古
文
書

の
尊
敬
用

法

で
は
、
仮
名
書
き
漢
字
書
き
を
問
わ
ず
、
尊
敬

の
意
味
を
持

つ
動
詞

に
下
接

し

て
敬
意
を
添
え

る
例
よ
り
も
、
普
通

の
動
詞

に
下
接
す
る
例

の
方
が
圧
倒
的

に
多

い
。

以
後
、
尊
敬
用
法
多
用

の
傾
向
は
変

わ
ら
ず
、
鎌

倉
時

代
に
な

っ
て
も
、

ま

(注

11
)

す
ま
す
盛
ん

に
使
用
さ
れ
続
け
る
。

2

「
る

・
ら
る

(被

)
」

の
使
用
者

「
る

・
ら
る

(被
)
」
が
使

用
さ
れ
る
文
書

に
は
、
偏

り
が
見

ら
れ
る
。
別
表

3
は
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀

(長
徳

〔九
九

八
〕

ま
で
)

の
古
文
書
を
、

そ
の

皿
5㎜



用
途

に
よ

っ
て
、
役
所

や
個
人

が
上
位

の
機
関

や
支
配
者

に
出
す
上
申
文
書
、

書
状
、

証
文
類

、
神
仏

に
捧

げ
る
文
書
、
上
意
下
達

の
文
書

に
分
け
、
各
文
書

に
引

用
さ
れ
た
会
話
文
も
合

わ
せ
て

「
る

・
ら
る
」
と
読

め
る

「被
」
字

の
用

(
注
12
)

例
数

と
用
法
等
を
示

し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
よ
る
と

「
被
」

の
七
割
以
上

が
上
申
文
書

(解

・
牒

・
愁
状

・
奏
状

・
請
文
)

に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が

わ

か

る
。
「
被
」
の
使

用
者

の
ほ
と
ん
ど
は
、
上
位
者

に
諸

々
の
事
情
を
説
明
し
た

り
嘆
願
し

た
り
す

る
目
的
を
持

つ
上
申
文
書

の
差
出
人
な

の
で
あ
る
。

つ
い
で

書
状

・
証
文
類

に
多
く
用

い
ら
れ

る
が
、

こ
れ
ら
が
書
手

の
心
情

・
要
求
を

の

べ
る
と

い
う
点

で
如
上

の
解

・
牒

・
愁
状

・
奏
状

・
請
文
等

の
ト
申
文
書

類
と

相
通
じ
、
言
語
的

に
も
共
通
す
る
面
を
持

っ
て
い
る

こ
と
は
前
稿

で
も
指

摘
し

た
通

り
で
あ

る
。
仮
名
文
書

で
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
平
安
時

代
は

仮
名
文
書
自
体
が
書
状

・
証
文
類

に
偏
る
と

い
う
性
質

上
、
「
る

・
ら
る
」
も
書

状

・
譲
状
類

に
集

中
し

て
見
ら
れ
る

(
別
表
4
参

照
)
。

ま
た
、
注
目
す

べ
き
は
、
「
被
」
の
使
用
者

(差
出
人
)
が
上
接
動
詞

の
被
動

者

で
あ
る
率

が
非
常

に
高

い

こ
と

で
あ

る
。

た
と
え
ば
、

①

得
彼

寺
別
当
権
律
師
法
橋
上
人
位
光
智
等
去

三
月
十
六

日
奏
状

偶

「
…
…
。

望
請
、
殊
蒙
天
恩
、
被
停
止
國
郡
臨
時
雑
役
井
私
人
牢
籠
。
」
者
、

口天
徳

四

(九
六
〇
)
年

一
二
月
二
七

日

太
政
官
牒

東
南
院
文
書
三

ノ
三
六

平

二
七
五
号
]

「
被
停
止
」
は
、
「
蒙
」
と
主
語
が

一
致
す
る

の
で
、
受
身
用
法
と
判
断

で
き

る
。
主
語
、
す
な
わ
ち
被
動
者
は
、
書
手

の
光
智
等

で
あ
り
、
自

分
た
ち
が

天
恩
を
蒙

っ
て
、
国
郡

の
臨
時

の
公
役
と
牢

籠
を
停
止

さ
れ
る

こ
と
を
、
太

(注

13
)

政
官

に
要
望
し

て
い
る
。

②
右
以
今
月
廿

八
日
被
召
仰
伝

「
…
…
」
者
、

[廉
保

三

(九
六
六
)
年
九
月

一
日

清
胤
王
書
状

九
条
家
本
延
喜
式

裏
文
書

平
二
九
七
号
]

尊
敬
と
も
受
身
と
も
解
釈

で
き
る
が
、

い
ず
れ

に
し

て
も
、
使

用
者

は

「
召

仰
」
と

い
う
行
為
を
直
接

に
受
け
る
も

の
で
あ
る
。

③
繁
盛
去
寛
和
二
年
十

一
月

八
日
解
状

偶

「
…
。
件
忠
光
等
依
所
犯
明
白
、
奏

聞
公
家
、
随
即
可
追
捕

之
官
符
、
被
下
於
東
海

東
山
両
道
也
。
愛
諸
國
司
等
任

官
符
旨
、
欲
追
捕
間
、

…
…
。」

口寛

和
三

(九

八
七
)
年

一
月

二
四
日

太
政
官
符
案

書
陵
部
所
蔵
壬

生
占

文
書

平

四
五
七

三
号
]

繁
盛

が
延
暦
寺

に

「金
泥
大
般
若
経

一
部
六
百
巻
」
を
運
上
し
よ
う
と
し
た

と

こ
ろ
、
忠
光
等

が
邪
魔

し
よ
う
と
す

る
の
で
、

そ
れ
を
朝
廷

に
奏
上
し
た

ら
、
忠
光
等
を
追
捕

せ
よ
と

の
官
符
が
諸
国
司

に
下
さ
れ
た
、
と

い
う
内
容
。

受
身
文

の
主
語

は
官
符
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
国
司

に
下
さ
れ
た

の

は
繁
盛

の
要
求

に
よ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
差
出
人

の
繁

盛
は

「
下
す
」
行

為
を
間
接
的

に
受
け

る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ど
。
差
出
人
が
直
接
、
間
接
に

「
被
」

の
上
接
行
為

を
受

け
る
例

は
、
受
身

と
受
身

・
尊
敬
両
方

に
解
釈

で
き
る
例

で
は
、
九
七

・
九

%

で
あ

る
が
、
③

の

よ
う
な
間
接
的
な
被
動

の
例
を
除
い

て
も
、

七
割

に
の
ぼ
る
。

と
く
に
興
味
深

い
の
は
、
確
実

に
尊
敬
用
法

と
解
釈

さ
れ

る
場
合

で
も
、
差

出
人
が
敬
意

の
対
象
者

の
行
為

を
直
接

に
蒙

っ
て
い
る
場
合

が
き
わ
め

て
多

い

こ
と

で
あ
る
。
差
出
人
と
敬
意

の
対
象

の
行
為
と

の
関
係
が
薄

い
も

の
は
、
九

世
紀

の
古
文
書

に
三
例

(
三
節

の
①
②
⑩
)
、
十
世
紀

の
古
文
書

に
三
例
見
ら
れ

る
の
み
で
、
残
り

の

一
二
五
例

(尊
敬
用
法

の
九
五
%
以
上
)
は
、
な
ん
ら
か

の
形

で
、
使
用
者
が
敬
意
対
象
者

の
行
為

の
影
響
を
受
け

て
い
る
。

こ
の
傾
向

は
、
仮
名
書
き

の

「
る

・
ら
る
」

(『
平
安
遺
文
』

所
収

の
仮
名
文

書
中

の
例
、

=

.

一
二
世
紀

の
も

の
)

に
お
い

て
も
同
様

で
あ

る

(別
表

4

一
6

一



参

照
)
。

3

「
る

・
ら
る

(被
)
」

の
上
接
動
詞

の
行
為
者

「
る

・
ら
る

(被
)
」
の
上
接
動
詞

の
行
為
者

は
、
尊
敬

の
場
合

に
は
敬
意

の

対
象
と
な

る
が
、
古
文
書

で
は
、
宛
所

(話

の
相
手
)
で
あ
る
こ
と
が
多

い

(別

表

3

・
別
表

4
参
照
)
。
た
と
え
ば
、

以
前
、
雑
事
言
上
如
件
。
望
請
府
裁
、

一
く
被
裁
下
。
勒
状
以
牒
。

[長
徳

四

(九
九
八
)
年

=

月
五
日

筑
前
國
観
世
音
寺

牒
案

内

閣

文
庫
所
蔵
文
書

平
三
七
五
号
]

観
世
音
寺

の
太
宰
府

宛

の
牒
。

「
望
請

フ
府
裁

ヲ
、

一
く
裁
下

セ
ラ

レ
ン
」

は
、
尊
敬
と
見

て

「太
宰
府

の
裁

を
望

み
ま
す
。
太
宰
府

は
、

一
く
、
裁
下

な
さ
る

べ
き

で
す
。
」
と
も
、
受
身

と
見

て

「太
宰
府

の
裁
を
望

み
ま
す
。

一

く
、

裁
下

さ
れ
た
い
の
で
す
。
」

と
も

と
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
、
行
為
者

は
、

宛
所

の
太
宰
府
衙

で
あ
る
。

な
ど
。
確
実

な
尊
敬
用
法

の

「被
」

で
は
、
上
申
文
書

で
七
割
近
く
、
書
状

で

八
割
を
占
あ

る
。
尊
敬
と
も
受
身
と
も
解
釈

で
き

る

「
被
」
で
は
、
上
申
文
書
、

書
状
と
も

に
九
割
以
上

の
行
為
者
が
文
書

の
宛
先

で
あ

る
。
ま
た
、
確
実
な
受

身
用
法

の

「
被
」

の
場
合

で
も
、
上
申
文
書

の
半
数
が
宛
先

の
行
為
を
描
写
し

た
も

の
で
あ

る
。

ま
た
、

ほ
と
ん
ど
が
、
個
人

で
は
な
く
、
太
政
官
、
太
宰
府
、
国
衙
等

の
朝

廷

の
機
関
や
寺
院
な
ど

の
行
為

に
使
用
し

て
い
る

こ
と

に
注
意
を
し

て
お
き
た

い
。
す
な
わ
ち
、
下
か
ら
上

に
出
し
た
文
書

で
、
下
位
者

が
、

話

の
相
手

で
あ

る
上
位
機
関

の
行
為

に
対
し

て
使
用
し
た
例

が
非
常

に
多

い
わ
け

で
あ
る
。

4

「
る

・
ら
る

(被

)」

の
受
身
文

と
そ

の
上
接
動

詞

「
被
」
字
を
使
用
し
た
受
身
文

は
、

ほ
と
ん
ど
が

〈
A
ガ
B

二

(
カ
ラ
)

C

ヲ

(
二
)
D
サ
レ
ル
〉
型

で
あ

る
こ
と
が
特
色
的

で
あ
る

(別
表

5
参
照
)
。
こ

の
型

に
は
、
主
語
A
が
直
接

に
行
為

を
受
け
る
場
合

と
、

間
接

に
行
為

の
影
響

を
蒙
る
場
合
と
が
あ
る
。

前
者
は
、
行
為

の
相
手

が
受
動
化

に
よ

っ
て
受
身
文

の
主
語

に
立

っ
た
も

の

(注
14
)

で

「
あ

い
方

の
受
動
態
」

と
も
呼
ば

れ
る
が
、

こ
れ

が

「
被
」
字
を
使
用
し

た

受
身
文
全
体

の
七
割

以
上
を
占
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

醍
醐
寺
牒

當
國
衙

欲
被
、
依

田
籍
、
與
判
、
後
山
階
山
陵
陵
戸
五
畑
田
坪
坪
状
。

[康
保
元

(九
六

四
)
年

一
二
月

=
二
日

醍
醐
寺
牒
案

三
宝

院
文
書

平

二
八

三
号
]

の

「與
ふ
」
i

尊
敬
用
法
に
解
釈
す
る
と

「當
國
衙
が
醍
醐
寺

(書
手
)
に

判
を
お
與
え

に
な
る
」
と
な
り
、
受
身
だ
と
す
る
と

「
醍
醐
寺

(書
手
)

が
當

國
衙
か
ら
判
を
與
え
ら
れ
る
」
と
な
る
!

の
よ
う
に
動
作

の
相
手

が
想
定

さ

れ

る

「
送

る
」
「寄
進
す

る
」
「
言
上

す
る
」
等

々
の
動
詞
が
、
「
被
」
の
上
接
語

に
は
多
数
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
そ

の
動
作

・
作
用
を
受

け
る
対
象

と
、
そ
の
行
き
先

が
存
在

し
、
方

向
性
を
明
確

に
表

示
す
る
動
詞

で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
具
体
的
な
事
物

や
事
柄

の
遣
り
取
り
を
表
す
。

こ
れ
が
数
多

く
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

2
で
述

べ
た

よ
う

に
、
古
文
書

の
「
被
」
が
、
上
申
文
書

の
よ
う
な
物
事

の
報

告

・
請
願

の
文
書

に
多

く
使

わ
れ

て
い
る
こ
と
と
揆
を

一
に
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
内
容
上
事

物

を
授
受

し
た
り
、
事
柄

を
報
告

し
た
り
、
問

わ
れ
た

り
等

の
動
作
が
多
く
取

り
扱

わ
れ

て
い
る
た
め

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
動
詞

が
、

2
、

3
で
述

べ
た

よ
う

に
、
差
出
人

と
宛
所
と

の
間

で
用

い
ら
れ

て
い
る
た
め

に
、
古
文
書

で
は
、
事

物
、
事
柄

の
移
動
を
受
動
的

に
表
現
す

る
機
会
が
多
く
な

る
と
も

い
え
る
だ
ろ

う
。
仮
名
書
き

の

「
る

・
ら

る
」
で
表

さ
れ
る
受
身
文

で
も
、
こ
の
型
が
多

い
。

後
者

は
、
間
接
受
身
文
と
も

い
わ
れ
る
が
、

こ
れ
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る

「
7

「



こ
と
も
古
文
書

の

「
被
」
字

の
受
身
文

の
特

色

で
、

一
般
的

な

「
A
が
B

二
C

サ
レ
ル
」
型

の
受
身
文
は
か
え

っ
て
少

な

い
。
こ
れ
は
、
次

の
よ
う
に

〈
「
A
ガ

B

ヲ
C

ス
ル
」
と

い
う
行
為
を
D
が
蒙
る
〉
型

の
も

の
で
あ
る
。

請
被
永
停
止
以
公
浪
人
被
補
任
太
神
御

領
名

張
山
預
職
状
。

…
…
。
望
請
、

祭
主
裁
。
永
被
停
止
件
山
預
、
蓋
功
能

以
神

戸
預
等

子
弟
、
長
奉
件
預
。
侃

注
愁
状
、
請
裁
。

[天
慶
九

(九
四
六
)
年
八
月
二
六
日

伊
賀
國
神
戸
長
部
解
案

光
明

寺
古
文
書

平
二
五
五
号
]

後
半
部

の
受
身
文
は
、
書
手
が
祭
主

に

「
私
は
、
公
浪
人

が
太
神
御
領
名
張

山

の
預

に
補
任
さ
れ

て
い
る

こ
と
を
停
止
さ
れ
、
功
能

を

つ
く
し

て
、

わ
が

子
弟
を
預

に
奉
じ
た

い
。
」
と
解
釈
さ
れ
る
。

間
接
受
身
文
は
、

一
般

に
は
被
害

の
気
持

ち
が
強
く
表

れ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

古
文
書

で
は
受
益

の
気
持
ち
が
強
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
解
等

の
上

申
文
書

の
様
式
的
な
部
分

で
あ
る
書
き
出

し
と
結
び
に

「尾
張
國
郡
司
百
姓
等

解

申
請

官
裁
事
」
(平
三
三
九
)、
「
請
蒙

官
裁
、
任
寺
家
本
公
験
、
領
掌

因
幡
國
高
草
郡
高

庭
庄

之
状
」

(平
二

一
一
)
や

「
得
東
大
寺
牒
構

『
…
…
。
望

請
、
蒙
下
符
、
将
勘
糺

』
者
、
」

(平

七
二
)

の
よ
う
な
文
句

が
見

え
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う

に
、
上

位
者

の
そ

の
事

に
対

す
る
判
断
、
行
為
を
蒙

り
た
い
と

い
う
文

書

の
差
出
人

の
本

質
的
要
求

か
ら
発

し
た
表
現

の
よ
う
で
あ

る
。

5

希

求
文

中
に
多

い

こ
と

受
身
、
尊
敬

を
問
わ
ず

「
る

・
ら
る

(被
)
」
が
使
用
さ
れ
る

の
は
、
宛
所

に

対

す
る
希
求

の
文
章

で
あ
る

こ
と
が
多

い
こ
と
も
、
看
過

で
き
な

い
特
色

で
あ

る

(
別
表

6
、
別
表

7
参

照
)
。
上
掲

の
諸
例

か
ら
も

わ
か

る
よ
う

に
、
多
く

の

「
る

・
ら
る

(被
)
」
が
主

に
上
申
文
書

に
お

い
て

「
乞
」
「望
請
」
「請
」
「
可
」

「歓
」
等

の
希
求
表
現

と
と
も

に
用

い
ら
れ

て
い
る
。
上
申
文
書
が
作
成
巳
的

と
し
て
持

つ

「
～
し

て
ほ
し

い
」
と

い
う
相
手

に
あ

つ
ら
え
る
気
持
ち
、
す
な

わ
ち
受
益

を
期
待
す

る
気
持
ち
か
ら

「
～
さ
れ

た
い
」
と

い
う
受
身
表
現
が
と

ら
れ
や
す

く
な

っ
た
り
、
相
手

の
機
嫌
を
損

ね
な

い
た
め

に
そ

の
行
為

に
敬
意

を
示

し
た
り
す

る
こ
と

が
多
く
な

る
の
で
あ

ろ
う
。

五

ま
と

め

如
上

の
考
察
か
ら
、
古
文
書

に
お
け

る

「
る

・
ら

る

(被
)
」
の
使
用
上

の
特

色
を

一
言

で
ま
と
め

る
な
ら
ば
、
古
文
書
1

と
く

に
上
申
文
書
ー

に
お

い

て
は
、
受
身
表
現
が
と

ら
れ

る
機
会
が
多
く
、

そ
れ
が
尊
敬
表
現
と
非
常

に
紛

れ
や
す

い
状
態

に
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

ひ
と

つ
に
は
、

被
害
者

や
行
為
者
が
省
略
さ
れ
や
す

い
こ
と

に
よ
る
。
四

の
2
、
3

で
述

べ
た

よ
う

に
、
行
為
を
受
け

る
人
物

は
ほ
と
ん
ど
が
書
手

で
あ
る
自
分
自
身

で
、
行

為
者

は
ほ
と

ん
ど
が
宛
所

で
あ
る
話

の
相
手

で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
間

で
そ
れ

ら
が
明
記

さ
れ

る
場
合

は
非
常

に
少
な

い
。
加
え

て
、
書
手
が
相
手
か
ら
何
ら

か
の
恩
恵
を
受
け
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
1

方
向
性
の
強
い
あ

い
方

の
受
身
文
を
作

る
動
詞

や
、
間
接
受
身
表
現
、
希
求
表

現
と
と
も

に
使

わ

れ
る
の
で
、
動
作

の
受
給

・
受
益

の
度
合
が

い

っ
そ
う
強

い
表
現
と
な

っ
て
い

る
ー

の
で
、
尊
敬
と
し

て
解
釈
可
能
な
例
が
多
く
な
る

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
行
為
者

は
大
抵
被
動
者

の
上
位
者

で
あ
る
宛
所

(話

の
相
手
)

で

あ
り
、
被
動
者
は
そ
う

い
う
行
為
を
蒙
る

こ
と
を
自
ら
希
求

す
る
か
ら
、
行
為

者
や
被
動
者
が
省
略
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
は
尊
敬

と
解
釈

し

て
さ
し

つ
か
え
な

い
の
で
あ
る
。
古
文
書
、

と
く

に
上
申
文
書

の
作
成

さ
れ
る
場
、
す

な
わ
ち
下
位

の
差
出
人

(
書
手
)
が
上
位

の
宛
名
人
に
意
思
、
要
求

を
伝
達
す

る
た
め

に
作

成
す
る
と

い
う
環
境

が
、
受
身

と
尊
敬

と
を
非
常

に
紛

ら
わ
し
い

「
8

「



も

の
に
し

て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
古
文
書

に
受
身
と
も
尊
敬

と
も
解

釈

で
き
る

「
被
」

の
用
例
が
極

め

て
多

い
の
も
当

然
だ
と

い
え
よ
う
。

尊
敬

・
受
身

の
区
別
を
裁
然

と

つ
け
が
た
い
と

い
う
事
情

は
、
読
手

の
み
な

ら
ず
、
書
手

に
と

っ
て
も
同
様

で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
。
第
三

者

に

つ
い
て
な
ら
、
行
為
者
、
被
動
者
を
誤
解

の
な

い
よ
う

に
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
、
書
手

は
自
分

の
視
点
を
常

に
意
識
し
な
く

て
は
な
ら
な

い
が
、

こ
と

自
分
と
相
手

に

つ
い
て
で
あ
れ
ば
、
当
事
者

に
は
そ

の
行
為

の
仕
手

・
受
手
は

自
明
な

の
で
、

そ
の
行
為
を
自
分
が
ど
ち
ら

の
立
場

か
ら
表

現
し

て
い
る
か
を

意
識
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
機

会
は
少
な
い
は
ず

で
あ
る
。

そ
し

て
、

一
方

で
は
、
確

実
な
尊
敬

用
法
も
九
世
紀

の
前
期

よ
り
見

ら
れ
、

そ

の

「
る

・
ら
る

(被
)
」
も
四
の
2
か
ら
5
の
よ
う
に
、
受
身

や
受
身

・
尊
敬

の
両
方

に
解
釈

で
き
る

「
る

・
ら

る

(
被
)
」
と
同
じ
使
用
上

の
特
色
ー

使
用

者
は
上
申
文
書
の
書
手

(下
位
者
)、
行
為
者
は
宛
名
人

(上
位
者
)、
書
手
は

宛
名
人
の
行
為
を
直
接
に
受
け
る
等
ー

を
持
っ
て
い
る
。
結
局
、
古
文
書
に

お
い
て
は
、
尊
敬
用
法
と
受
身
用
法
が
同
じ

「
る

・
ら

る

(被
)
」
を
媒
体

に
し

て
、
緊
密

に
連
続
し

て
い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き
る

の
で
は
な

い
か
。

こ
れ

は
、
尊
敬

の
用
字

に
、
受
身
用
法

に
使
用
さ
れ
る

「被
」

字
が
選

ば
れ

た
理
由
を
考
え

て
み

て
も
納
得
さ
れ
る

こ
と

で
あ
る
。

た
と
え
ば

「所
」

は
、
(注
15
)

古
文
書

に
お

い
て
同
じ
く
受
身

の

「
る

・
ら
る
」
の
表
記

に
使

用
さ
れ
な
が
ら
、

決
し

て
尊
敬

の

「
る

・
ら
る
」

の
表

記
に
定
着

す
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
れ

は
二

で
述

べ
た
よ
う
な

「所
」
字

の
原
義

に
阻
ま
れ

た
も

の
だ

ろ
う
が
、
「
被
」

に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
尊
敬

の

「
る

・
ら
る
」

の
表
記

に
積
極
的

に
用

い
ら
れ

る
理
由

が
あ

っ
た
の
だ

と
思

う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
被
」

は
、
動
詞
と
し

て
は

「
カ

ウ

フ
ル
」

(類
聚
名
義

抄
)

の
訓
が
あ
り
、
目
上

の
人
か
ら
行
為
や
恩
恵
を
受
け

る
意

で
使
用
さ
れ
る

が
、

と
く
に
興
味
深

い
の
は
、
古
文
書

に
お
い
て
は
、

こ
れ
が
、
下
位
者
が
上

位
者
か
ら

い
た
だ

い
た

「
宣
」
「符
」
の
よ
う
な
文
書
を
引
用
す
る
と
き

に
も

っ

ぱ
ら
使
用
さ
れ
る
と

い
う
事
実

で
あ
る
。
「
被

(
カ
ウ
フ
ル
)
」
は
、
「
右
、
被
右

大
臣
去
五
月
廿
九

日
宣
偶
、
…
」

(平

一
〇
)

の
ご
と
く
、
「
官
〔

や

「符
」

を

引
用
す
る
時

の
決
ま
り
文

句

の
中

で
多

用
さ
れ
る
が
、
上
位
者

が
下
位
者

か
ら

も
ら

っ
た

「
解
」
や

「奏
状
」
な
ど
を
引
用
す
る
時
は
、
「
右
、
得
管
深
草
郷
長

木
勝
宇

治
麻

呂
解
状
偶

、
…
」
(平
四
三
)
の
よ
う

に
、
か
な
ら
ず

「
得
」
が

用

い
ら

れ

て
お

り
、
両

字

の
用
法

は
、
戴
然

と
区
別

さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る

(別
表

8
参
照
)
。

す
な

わ
ち
、

動
詞

「被

(
カ
ウ

フ
ル
)
」

が

〈下
位
者
が
、

上
位
者

の
命
令

(注

16
〉

(文
書
)
を
受
け
る
〉
意
味
を
担

っ
て
お
り
、
受
身

「
被
」

が

〈
書
手

で
あ
る

下
位
者
が
、
宛
所

で
あ
る
上
位
者

の
行
為
を
受

け
る
〉
場
合

に
多

く
使

わ
れ
て

い
た
か
ら

こ
そ
、
尊
敬

の

「
る

・
ら
る
」

の
表

記
に

「被
」
字

が
選
択

さ
れ

た

の
で
は
な

い
か
。
そ
し

て
、
尊
敬
用
法
は
、
動
詞

「
か
う
ふ

る
」
と
受
身

「
る

・

ら
る
」
と
共

通
し
た
字

で
表

記
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、

よ
り
抵
抗

な
く
使
用

さ

れ
る
結

果
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ

る
。

ま
た
、
意

味
的

に
も
、
書
手

が
上
位
者

で
あ

る
相
手
か
ら
恩
恵
を
蒙

る
こ
と

を
要
求

す
る
と
い
う
状
況
下

に
お
い
て
は
、
受
身
と
尊
敬
は
緊
密
な
連
続
性
を

持

つ
。

四
の
5
で
も
触
れ
た

よ
う

に
、
相
手

に
頼
み
事
を
す
る
時

に
ぞ
ん
ざ

い

な
言
葉
を
使

う
人

は
、
普
通

い
な

い
だ

ろ
う
。

そ
の
要
求
を
実
現
し

て
も
ら

い

た
い

一
心

で
、
相
手

の
気

に
さ
わ
る

こ
と
が
な

い
よ
う

に
、
相

手
を
お
だ
て
、

も
ち
あ
げ

る
も

の
で
あ
る
。

「
る

・
ら

る
」

の
尊
敬

用
法
が
、
受

身
用
法
と
連
続

し
、
古
文
書

お
い
て
多

用
さ
れ
る
た
め

の
条

件
は
、
古
文
書

に
お

い
て
は
、
卜
下

間

で
遣

り
取

り
さ
れ

る
と
い
う
作
成
状
況

、
内
容

、
用
字
等

の
種

々

の
面

に
わ
た
り
、
実

に
ト
分

に

」
9
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整

っ
て

い
た

と

い
え

そ

う

だ
。

六

お
わ
り
に

古
文

書

の

「
る

・
ら
る

(被
)
」
の
用
法
を

調
査
し
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か

に

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

そ
こ
で
は

「被
」
字
を
媒
体

に
受
身
と
尊
敬
が
緊
密
な

連
続
性

を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き

た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
古
文
書

の
よ
う
な

〈場
〉
「
「
発
話
者

が
被
動

で
下
位
者
、
行
為
者
が
相
手

で
上
位
者
、

相
手

に
希
求

し
、

あ
い
方

の
受
身
文

・
間
接
受
身
文
等

の
受
給

の
意
味
あ

い
の

強

い
表

現
が
取

ら
れ
る
=

に
お
い
て
は
、
受
身
か
ら
尊
敬

へ
の
意
味

の
転
換

が
非
常

に
起

こ
り
や
す
か

っ
た
と
考

え
る
こ
と
が

で
き

そ
う
だ
。

古
文
書

に
お
け
る
、

こ
の
よ
う
な
受
身

・
尊
敬

の
連
続
性

は
、
尊
敬
用
法

の

「
る

・
ら
る
」

の
発
生

や
発
達
、
十
世
紀
以
降

の
記
録
文
や
仮
名
文
、
和
漢
混

清
文

に
お
け
る
尊
敬
用
法

の

「
る

・
ら

る
」

の
性
質
等
を
考
え
る

の
に
、
重
要

な
手
掛
か

り
を
提
供
す

る
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
次
稿

で
は
、
記
録
資
料

や

仮
名
資
料

に
見
え

る
尊
敬
用
法

の

「
る

・
ら
る
」

の
使
用
状
況
と
古
文
書

の
そ

れ
と
を
比
較
し
、
諸
先
学

の
御
説
も
あ
わ
せ

て
、

こ
の
用
法

の
発
達

に

つ
い

て

考
え

て
み
た

い
。

注

(注
1
)
「古
文
書

に
よ
る
国

語
史
研
究
序
説

『
豊
太
閤
真
蹟
集
』

に

つ
い
て
i
ー
」

(『文
献
探
究
』

一
二

一
九
八
三
年
七
月
)、
「古
文
書
語
彙

の
性
格
「
ー
副
詞
を
中
心

と
し
て
ー

」
(『
語
文
研
究
』
五
七

一
九
八
四
年
六
月
)、
「国
語
資
料
と
し
て
の
仮
名

文
書
i

鎌
倉
時
代
の
オ
段
長
音
の
開
合
と
四
つ
仮
名
の
混
乱
表
記
を
通
し
て

」

(『国
語
学
』
一
四
六

一
九
八
六
年
九
月
)、
「国
語
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
ー

鎌

倉
時
代
の
二
段
活
用
の

一
段
化
例
、

ナ
変
の
四
段
化
例
等
を
め
ぐ
っ
て
i

」

(『奥
村

三
雄
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
叢
』

桜
楓
社

一
九
八
九
年
六
月
)、
「国
語
資
料
と
し

て
の
仮
名
文
書
=

助
動
詞
を
め
ぐ

っ
て
i

」
(『古
代
中
世
史
論
集
』

吉
川
弘
文
館

一
九
九
〇
年
八
月
)
参
照
。
ま
た
、
仮
名
文
書
に
つ
い
て
は
、
迫
野
度
徳

「方
言
資
料

と
し
て
の
古
文
書

・
占
記
録
」

(平
山
輝
男
博
士
還
暦
記
念
会
編

『方
言
研
究
の
問
題

点
』

明
治
書
院

一
九
七
〇
年
八
月
)
、
同

「古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の

音
韻
」
(『語
文
研
究
』
二
二

一
九
六
六
年

一
〇
月
)
、
福
田
良
輔

「方
言
と
古
文
書
」

(『解
釈
と
鑑
賞
』
三
四
ノ
八

一
九
六
九
年
七
月
)、
漢
字
書
き
の
文
書
に
つ
い
て
は

三
保
忠
夫
氏
他
の
御
論
考
や
、

「漢
字
講
座
5

吉
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』

『漢
字
講
座

6

中
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
(明
治
書
院

一
九
八
八
年
)
な
ど
も
参
照
。

(注
2
)
「る

・
ら
る
」
が

「す
」
「
さ
す
」
「
し
む
」
と
と
も
に
、
他
の
助
動
詞
と
性
質
を

異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
近
代
で
は
、
山
田
孝
雄
、
時
枝
誠
記
、
橋
本
進
吉
他
諸

氏
に
よ
っ
て
説
か
れ
、

そ
の
扱
い
も
様
々
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
分
類
上
の
問
題
は
し

ば
ら
く
措
い
て
、
便
宜
的
に
助
動
詞
と
称
し
て
お
く
。

(注
3
)
築
島
裕

『平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
(東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
三
年
三
月
)
、
松
村
明
編

『古
典
語
現
代
語
助
詞
助
動
詞
詳
説
』
(学
燈
社

一
九

六
九
年
四
月
)
他
参
照
。

(注
4
)

そ
の
発
生
に
つ
い
て
の
理
論
面
か
ら
の
言
及
は
な
さ
れ
て
お
り
、
峰
岸
明

「自

発

・
可
能

・
受
身

・
尊
敬

・
使
役
」
(『解
釈
と
鑑
賞
』

一
九
六
八
年

一
〇
月
)
に
諸
説

が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

(注
5
)
『
中
古
中
世
の
敬
語
の
研
究
』

清
文
堂
出
版

一
九
七
六
年
二
月

(注
6
)
竹
内
理
三
編

東
京
堂
出
版

一
九
四
七
年
～

一
九
八
○
年

(注
7
)
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』

(東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
六
年
二

月
)
六

一
頁
他
参
照
。

(注
8
)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

一
九
〇

一
年
～

一
九
四
〇
年
。

一
九
六
八
年
に
東

京
大
学
出
版
会
よ
り
復
刻
。

(注
9
)
竹
内
理
三
編

東
京
堂

訂
正
版

一
九
六
二
年

(注
10
)
金
沢
文
庫

(
一
三

一
八
年
、
祐
円
写
)
と
延
暦
寺

(
一
〇
八
四
年
、
良
祐
写
、
三

帖
、
重
文
)
に
写
本
が
あ
る
○
『伝
教
大
師
全
集

一
』
(比
叡
山
図
書
刊
行
会
)
に
も
翻
刻

「10
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さ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
部
分
異
同
な
し
。

(注
■
)
拙
稿

「国
語
資
料
と
し
て
の
仮
名
文
書
-

助
動
詞
を
め
ぐ

っ
て
ー

」
で
報
告

し
た
鎌
倉
時
代

の
仮
名
文
書

の

「る

・
ら
る
」
(七
四

一
例
)
で
は
、
尊
敬
用
法
が
八
〇

%
近

く
を
し
め
、
受
身

が
二
○
%

で
、
自
発
と
可
能
が
各

々

一
%
程
度

で
あ
る
。

(注

12
)
上
申
文
書
、
下
達
文
書

に
は
、
他

の
文
書
が
引
用
さ
れ
る

こ
と
が
多

い
が
、
用
例

が
引
用
文
中

に
あ

る
場
合

は
、

そ
の
引
用

さ
れ
た
文
書

の
種
類

に
よ
り
分
類
し
た
。

(注

爲
)

『
講
座

日
本
荘

園
史

5

東
北

・
関
東

・
東
海
地
方

の
荘
園
』

(吉
川
弘
文
館

}
九
九
○
年
五
月
)
四
三
二
頁

の

「茜
部
荘
」
参
照
。

(注

14
)

『日
本
文
法
事
典
』

(有
精
堂
出

版

一
九
八

一
年

一
二
月
)

の

「態

(ヴ

ォ
イ

ス
)」

(仁
田
義
雄
)

の
項
等
参
照
。

(注

15
)
受
身
表
現

に
お

い
て
は
、
「被
」

は

「
所
」
と
相
通

し
て
用
い
ら
れ
る
場
合

が
あ

る
。
そ

の
例
と
形
式

は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
但
、
為
衙
被
相
妨
之
由
、
牒
送

彼
内

親
口
家
。

[延
喜

一
三

(九

=
二
)
年
五
月

一

日

按
察

使
藤
原
有
実

家
牒

東
南
院
文
書

四
ノ

一

平

二
○
九
]
「為
～
所
～
」
と

い
う
漢
文

の
受
身

の
パ
タ
ー

ン
に
通
じ

る
例
。

十
世
紀
ま

で
の
受
身
、

あ

る
い
は
受

身

の
可
能
性

の
あ

る

「被
」

二
八
五
例
中

に

一
四
例
見
え

る
。

②

一
八
十
歩
、
被
奪
公
田
。

[貞
観
元

(八
五
九
)
年

一
二
月
二
五
日

近
江
国
依
智

荘
検

田
帳

百
巻
本
東
大
寺
文
書
四
七

平

一
二
八
]

/
右
、

年
来
源
漸
之
母
堂
被

宿
住
也

[天
禄

三

(九
七

二
)
年
五
月
三
日

天
台
座
主
良
源
遺
告

盧
山
寺
文
書

平
三
○
五
]
「～

ハ
、
～

ノ
～

ス
ル
所

(也
)
」
の
パ
タ
…

ン
に
通
じ
る
例
。
二
八
五
例

中

に
四
六
例
見
え
る
。
た
だ
し
、
「
所
」

の
場
合

は
、
行
為
者

の

「～

ノ
」
を
表
記
す

る
の
が
基
本

パ
タ

ー
ン
だ
が
、
「被
」
を
用
い
た
文

で
は
、
表
記
し
な

い
の
が
普
通

で
、

明
記
し

て
い
る

の
は
、
二
番
目

の
盧
山
寺
文
書

の
例

の
み

で
あ
る
。

③
得
郡
司
同
月
九
日
解

偶

「去
承
和
十

四
年
、

校
圖
帳

目
録
、

被
載
寺
田
如
数
。

…

…
。」
[貞
観

一
〇

(八
六
八
)
年

二
月

二
三
日

筑
前
国
牒
案

蜂
須
賀
侯
爵
所
蔵
文

書

平

一
五
七
]
/
今
須
被
盗
之
履
、
若
在
童
子
所
、
伏
弁
了
者
、
[
〔貞
観

一
〇

(八

六
八
)
年
〕
禅
林
寺
式

図
書
寮
所
蔵
文

書

平

一
五
六
]
「
所
負
正
税
」
の
よ
う
な
、

連
体
修
飾

の
例
。

二
八

五
例
中

に
三
五
例
見

え
る
。

④
覚
禅
君
、
此
君
極
泰
、
而
有
被
相
約
、
傍
所
定
也
。
[天
禄

三

(九
七

二
)
年
五
月
三
日

天
台
座
主
良
源
遺
告

盧
山
寺
文
書

平
三
○
五
]

⑤
欲
被

任
官
符
井
代

く
國
判

等
、

免
除
寺
家
所
領
田
畠
被
収
公
責
勘
之
状

[正
暦

五

(九
九

四
)
年
九
月
九

日

栄
山
寺
牒

栄
山
寺
文
書

平
三
五
九
]
④
と
と
も

に

「若
有
所
執
」
(平

三
〇
三
)
、
「有
何
所
蓄
」
(平

一
六
四
)
や
、
「挙
其
所
犯
」
(平

一

五
六
)
の
よ
う
に
、
目
的
格
や

そ
の
他

の
補
格

の
位
置
に
立

っ
た
例

と
相
通

じ
る
が
、

用
例

は
三
例
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
①
か
ら
⑤
に
分

け
て
例
示

し
た

「被
」
九
八
例
は
、
上
述
し
た
古
文
書

に
お
け

る

「
所
」
字

の
使

用
パ
タ
ー

ン
と

一
致

し
て
お
り
、
「被
」
を

「所
」
に
置
き
換

え
て
も
、

な
ん
ら
差

し
障

り
が
な
い
。
そ

の

一
方
、
受
身

の
意
味

で
も
、
「所
」
と
置
き
換
え

て
は

不
自
然

で
あ

る

「被
」
が
存
在
す

る
。
「
雌
在
戒
珠
、
而
不
被
精
」
(平

四
四
三
七
)
、
「率

分
之
事
未
被
定
」
(平
二
九

三
)
の
よ
う
に

「不
」
「未
」
な
ど
の
打

ち
消

し
の
辞

が
上
接

す

る
、
「
乙
被
射
身
、
奪
取
随
身
物
之
由
」
(平
三
四
五
)
の
よ
う
に
連
用
形
、
ま
た
は
条

件
法

で
下

の
文
章

に
続
く
、
「可
被
預
温
官
之
由
」
(平
二
八
七
)
の
よ
う
に

「可
」
に
下

接
す
る
等

の
場
合
は
、
少

な
く
と
も
十
世
紀

ま
で
の
古
文
書

で
は

「被
」
専

用
で
、
「
所
」

を
用

い
た
例
は
見
出
し
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「被
」
は
、
未
然

形
、
連
用
形
等
自
由

に

活
用
さ
せ

て
用
い
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
「
所
」
は
、
「
る

・
ら

る
」
と
読

ん
だ

に
し

て

も
漢
文

の
用
法
に
従

っ
て
体
言
相
当

の
節

(
ソ
レ
を
～
す

る

ソ
レ
)

を
形
成
す

る
場
合

以
外
に
は
使

用
さ
れ
ず
、
「被
」
と
通
じ
る
連
体
形
、
終
止
形

の
用
法

で
も
、
尊
敬
を
表

し
た
確
例

は
な
い
。
ま
た
、
別
表

3

で
見
た
よ
う
に
、
「被
」

は
、
使
用
者
が
そ

の
行
為

の
影
響
を
直
接
、

間
接

に
受

け
る
場
合

に
ほ
ぼ
限
定
し

て
用

い
ら
れ
る
と

い
う
傾
向
が

見

え
る
が
、

「所
」

に
は
そ

の
よ
う
な
傾

向
は
見
え
な
い
。

た
だ
し
、
『古
事
記
』
に
は

「故
所
避
追
而
、
降
出
雲
国
之
…
」
(上
巻

)、
「即
於
其
石
、

所
焼
著
而
死
」
(上
巻
)
の
よ
う
な

「所
」

の
用
法
が
あ
り
、
『万
葉
集
』

で
も

「所
」
は

「
ユ
」
「
ラ

ユ
」
「
ル
」

の
表
記

に
自
由

に
用

い
ら
れ

て
い
る

の
で
、

「所
」
の
如
上

の
よ

う
な
用
法

は
、

あ
く
ま

で
古
文
書
世
界

に
お
け
る
用
字
法

で
あ
る

こ
と
を
押
さ
え

て
お

く

べ
き

で
あ
る
。

(注

16
)
他

に
も

「
カ
ウ

フ
ル

(被
)」

は
、
「
教
」
「聖
恩
」
「教
命
」
「
害
鑑
」
等

の
語

に

使
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
、

上
位
者

の
行
為
を
下
位
者
が
直
接

に
受

け
る

場
合

で
あ
る
。
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別表1嬬 難 耀 繍 鍵 紀の古文書に見える 「被」字で表される「る・らる」の

(注)尊 は尊敬、両は尊敬とも受身とも解釈できる例、 受は受身を示す。上接動詞は、すべて音読にしてア行から順次並べた。



別表2『 平安遺文』所収の仮名文書の 「る

・らる」の上接語と意味用法別の用

例数

一
13
Ⅲ



別表39・10世 紀(長 徳 〔998〕まで)の 「被」字で表される 「る ・らる」の見える文

書の種類と上接動詞の行為者 ・被動者

(注)数 字上段 は用例数、下段 はパ ーセ ンテー ジ。被動者 の差 出の欄 に挙 げたのは、差 出人が直接、間

接に 「る ・らる(被)」 の上接 動詞の影響 を受 ける場合の用例数であ る。別表4も 同 じ。

14



別表4『 平安遺文』の 「る ・らる」の見える仮名文書の種類 と上接動詞の行為者 ・被動

者

一15　



別表59・10世 紀(長 徳 〔998〕まで)の 古文書の 「被」字を使用する受身文 と 『平安遺

文』の仮名文書の 「る・らる」受身文の分類

(注)()内 の数字は仮名文書の用例である。

「
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別表69・10世 紀(長徳四〔998〕まで)の古文書における希求表現と共に用いられる「被」

別表7希 求表現 と共に用いられる 『平安遺文』の仮名文書の 「る ・らる」

別表8他 文書引用のときの句における被引用文書の種類と動詞 「被」 ・「得」の使い分

け(9・10世 紀 〔長徳 〈998>ま で〕の古文書 について)

一17一


